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Super-SCID マウスを用いたヒト前立腺がんの治療効果と
安全性評価システムの確立
　野 村  大 成*
　医薬品や放射線の人体への作用（治療効果と
安全性）は、動物実験や培養細胞等を用いてな
されていますが、種差、系統差、個体への類推
など人体に還元する過程で問題が多くありま
す。また、患者さんを用いての治験には倫理上
困難なことが多く、ヒト臓器・組織を用いた
前臨床研究システムの確立が強く望まれます。
我々は、通常のヒト臨床がんのみならず、良
性腫瘍、正常臓器・組織を Super-SCID マウス
（重度複合免疫不全マウス；ヒト組織に対し拒
絶反応が起こらないマウス）に移植し、長期間
（〜３年）維持することに世界で初めて成功し
ています。この我が国が世界に先駆け開発した
「Super-SCID マウスを用いたヒト臓器・組織の
継代維持保存システム」を用い、生きたままの
ヒト正常組織とがん組織の長期ヒト組織継代維
持システムを完成させ、ヒト臨床がん組織の再
生と永久保存を行い、薬物療法、放射線療法等
の有効性、安全性の評価研究でも世界を大きく
リードしてきました。
　しかし、移植が極めて困難なヒトがんもあり
ます。前立腺がんや希少難治性腫瘍 GIST（消
化管間質腫瘍）の移植・維持・保存の成功例は
ありませんでした。特に、前立腺がんは、まも
なく男性がんの第一位になる悪性腫瘍です。し
かしながら、ヒト前立腺がん組織は、いかなる
実験動物にも生着困難であり、基礎研究、創薬
研究、治療研究の大きな妨げになっています。
新たに前立がん組織の継代維持システムを確立
することより、国民の健康と医療・福祉に大き
く貢献できます。
　大阪大学医学部泌尿器科・野々村教授の一言
が、ヒト前立腺がんの継代維持の成功に結び付
きました。ヒト前立腺がんの臨床像を見ていま
すと、マクロファージ活性によりその増殖が大
きく変わる（亢進、低下いずれも）という言葉
が雑談の中から出てきました。現場の声は実に
参考になります。これまで、ヒト前立腺がん組
織を手持ちのいろんな SCID マウスに移植しま
したが、生着しても増殖しません。その時、大
阪大学医学部泌尿器科・野々村教授から睾丸転
移症例を移植する機会を得ました。皆さんご存
知の様に、ヒト精子は非常に抗原性が強く、ひ
どい炎症を来します。案の定、SCID マウスに
移植しましたところ、ひどい炎症で腫瘍細胞
は生き残れません。そこで、細胞表面抗原 LPS
に反応しないマウス系統 C3H/HeJ に scid 遺伝
子を導入して、C3H/HeJ-scid, bg, LPS- を作成
中でしたので、このマウスに移植してみました。
それにより今まで増殖できなかったヒト前立腺
がん組織が急激に増殖を開始し、初めて継代維
持に成功しました。腫瘍は移植後の日数ととも
に大きくなり、同時にマウス血中に PSA が沢
山検出されました。前立腺特異抗原を分泌する
ヒト前立腺がん組織研究システムの完成です。
　しかし、前立腺がんは、ホルモン感受性、ア
ンドロゲンレセプターの変異、代謝酵素の変異
などにより、治療効果は大きく変わります。そ
のため、さらにバラエティーに富んだヒト前立
腺がんを短期、集中的に移植、継代維持し、前
臨床研究システムを確立する必要があります。
本研究費を頂いて間もなく、2 症例の前立腺が
ん組織を、C3H/HeJ-scid, bg, LPS- マウスに移
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植しましたところ、いずれも大きく増殖を開始
しました。自然遠隔転移もみられます。更に、
症例を増やし、ヒト前立腺がんの治療・安全性
評価システムを世界に先駆け完成させたいと思
います。
　本研究に当たっては、厚労省科研費等で基礎
部分は補助可能でありますが、医療機関にて待
機し、摘出組織を保存液に入れ、早急に医薬基
盤研究所に導入、移植する必要があり、科研費
では補充不可能な費用（組織運搬費用）の補助
が不可欠であります。本財団より、そのような
費用に使えるよう支援していただきました。感
謝いたしております。
＊独立行政法人医薬基盤研究所
　平成 23 年度一般学術研究助成金交付者
子
 
